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4　月号

市
議
会
議
員

　
　
大
西
　
明
子

　
　
山
田
　
泰
之

　
　
藤
本
ひ
ろ
し

　
　
古
谷
　
清
子
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お読みください
日 刊　月 2900円
日曜版　月 800円

   

09
年
度
の
岩
国
市
の
予
算
総
額
は
、
再
編
交
付
金
11
億

円
を
入
れ
て
も
、
国
の
地
方
い
じ
め
や
景
気
の
悪
化
に
よ

る
市
税
の
落
ち
込
み
等
で
前
年
比
2.1
%
減
の
587
億
円
で

す
。
一
方
、
国
の
補
正
で
組
ま
れ
た
特
別
景
気
対
策
交
付

金
7.7
億
円
は
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
前
倒
し
に
使
わ

 

大
西
議
員
の
一
般
質
問

民
間
空
港
の
事
業
主
体
に
つ
い
て

　
　
赤
字
に
な
っ
た
ら

        

誰
が
責
任
を
取
る
の
か

後
発
薬
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

　
　
品
）
の
使
用
推
進
に
つ
い
て

緊
急
小
口
資
金
制
度
の
充
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

 　
3
点
に
わ
た
っ
て
質
問
し
ま
し
た
。

 

後
発
薬
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）

の
希
望
カ
ー
ド
の
配
布
に
つ
い
て
検

討　
薬
は
開
発
さ
れ
た
後
に
特
許
が
与

え
ら
れ
ま
す
。
特
許
期
間
20
年
〜
25

年
は
独
占
的
に
開
発
メ
ー
カ
ー
が
薬

販
売
し
ま
す
。

 

特
許
期
間
が
切
れ
る
と
他
の
メ
ー

カ
ー
も
同
じ
成
分
、
同
じ
効
果
の
薬

を
製
造
で
き
ま
す
。こ
れ
が
後
発
薬
・

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
す
。    

新

薬
の
開
発
に
は
10
年
も
20
年
も
係

り
、
数
百
億
円
も
の
投
資
が
必
要
で

高
価
に
な
り
ま
す
。

 

後
発
薬
品
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
、
平
均
し
て
先
発
薬
の
半
額
で

す
。
効
果
も
同
じ
で
安
価
な
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
え
ば
、
医
療
費

が
安
く
な
り
患
者
の
負
担
も
軽
く
な

り
、
国
民
健
康
保
険
会
計
の
医
療
負

担
も
大
変
軽
く
な
り
ま
す
。

 

岩
国
市
も
ジ
ェ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
を
促
進
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

担
当
課
も
国
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
カ
ー
ド
の
配
布
等
検

討
し
て
い
き
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

　
　

　
　
村
山
談
話
の

村
山
談
話
の

村
山
談
話
の

村
山
談
話
の

村
山
談
話
の

　
　
　
　
　
見
直
し
を
求
め
る

　
　
　
　
　
見
直
し
を
求
め
る

　
　
　
　
　
見
直
し
を
求
め
る

　
　
　
　
　
見
直
し
を
求
め
る

　
　
　
　
　
見
直
し
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
を
否
決

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
を
否
決

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
を
否
決

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
を
否
決

　
　
　
　
　
　
　
　
意
見
書
を
否
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
国
市
議
会
の
良
識
を
示
す

　　
提
案
理
由
は
談
話
の
中
に
「
侵
略
」
や
「
国
策
を
誤
り
」
な
ど
の
語
句

が
あ
る
。
こ
れ
が
歴
代
内
閣
が
継
承
す
る
内
容
か
疑
念
が
あ
る
。
村
山
談

話
が
公
教
育
、
歴
史
教
育
に
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
日
本
共
産
党
市
議
団
4
名
全
員
が
反
対
討
論
を
行
な
い
、侵
略
戦
争
は

な
か
っ
た
と
い
う
主
張
を
具
体
的
事
例
を
挙
げ
て
論
破
し
ま
し
た
。意
見

書
は
賛
成
11
、
退
場
2
、
反
対
20
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

山
田
議
員
の
一
般
質
問

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

  

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

  

て
　
要
介
護
認
定
に
つ
い
て

　
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

　
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免
に
つ
い

  
て

農
業
問
題
に
つ
い
て

　
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て 

　
　

　  

猿
と
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
現
状
と

    

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

  

以
上
の
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

　　
介
護
保
険
制
度
は
、
制
度
開
始
か

ら
10
年
を
迎
え
、
今
年
4
月
に
介
護

保
険
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
要

介
護
度
の
調
査
と
認
定
の
仕
組
み
が

変
わ
る
。
今
回
の
見
直
し
は
、
調
査

項
目
を
14
項
目
減
ら
し
、
調
査
員
が

記
入
す
る
「
特
記
事
項
」
の
欄
も
減
ら

し
「
実
態
が
反
映
し
な
い
の
で
は
、
更

に
軽
度
に
判
定
」
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
質
し
ま
し
た
。

答
弁
は「
現
行
の
認
定
制
度
は
調
査

項
目
が
多
く
、
調
査
が
煩
雑
に
な
っ

て
い
る
。
一
次
判
定
の
制
度
は
変
わ

ら
な
い
」
と
し
ま
し
た
。

山
田
議
員
は
、重
度
の
寝
た
き
り
の

為
「
移
動
」
や
「
移
乗
」
が
さ
れ
な
い

人
の
場
合
、「
全
介
助
」
で
は
な
く
「
自

立
」
と
判
断
す
る
こ
と
、
又
、
洗
髪
の

項
目
で
は
頭
髪
が
な
け
れ
ば
「
自
立
」

に
判
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
示
し
厚

生
省
の
モ
デ
ル
事
業
で
も
現
行
の
約

30
％
か
ら
新
方
式
の
18
％
へ
と
大
幅

に
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
反
論

し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
不
備
な
制
度
は
「
4

月
か
ら
の
新
方
式
実
施
の
凍
結
、
認

定
制
度
全
体
の
総
合
的
な
検
証
と
改

善
」
を
求
め
ま
し
た
。

れ
、
ア
イ
キ
ャ
ン
を
喜
ば
せ
た
だ
け
で
し
た
。

 

福
田
市
長
に
な
っ
て
始
め
て
の
予
算
と
な
る
3
月
議

会
は
、
米
軍
再
編
、
愛
宕
山
へ
の
米
軍
住
宅
、
民
間
空

港
問
題
を
背
景
に
論
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

議会こぼれ話し

 三月議会で 4年に
一回程度しか質問に
立たないＮ議員が岩
国市における日本人
の犯罪率と米軍の犯
罪率を比べてどうか
と質問。
 米国人を犯罪者集
団のように言うもの
がいるがいかがなも
のかと思うと意見を
述べました。米軍が
2倍に増えてもたい
した事はないといい
たかったのでしょう
か。
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藤
本
議
員
の
一
般
質
問

　
藤
本
議
員
は
基
地
問
題
で
福
田
市

長
の
言
う
「
安
心
・
安
全
対
策
」
と

は
何
か
、
実
効
あ
る
騒
音
対
策
基
地

周
辺
住
民
の
集
団
移
転
要
望
に
つ
い

て
と
中
小
企
業
へ
の
資
金
対
策
、
リ

ホ
ー
ム
助
成
制
度
、
地
域
活
性
化
生

活
対
策
臨
時
交
付
金
を
市
内
中
小
業

者
へ
仕
事
が
ま
わ
る
よ
う
な
事
業
に

使
う
よ
う
求
め
て
質
問
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
福
田
市
長
は
「
こ
れ
で
安
心
・
安

全
だ
と
十
分
だ
と
い
う
限
度
は
な

い
。
国
・
県
・
市
の
三
者
協
議
会
を

設
置
し
た
の
で
、
こ
こ
で
協
議
で
き

る
こ
と
は
大
き
な
前
進
だ
」
と
安
心

策
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
藤
本
議
員
は
再
質
問
で
福
田
市
長

は
米
軍
再
編
を
認
め
て
い
な
が
ら

「
容
認
」
と
い
わ
な
い
。
何
を
も
っ
て

し
た
ら
「
容
認
」
な
の
か
と
追
及
し

た
ら
、
担
当
部
長
は
「
今
後
国
へ
要

望
す
る
地
域
振
興
策
の
結
果
だ
」
と

し
て
、
容
認
を
前
提
に
振
興
策
を
求

め
て
い
く
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　
臨
時
交
付
金
7.7
億
円
を
使
っ
て
市

内
中
小
業
者
へ
仕
事
を
求
め
た
こ
と

に
対
し
て
は
、「
事
業
の
前
倒
し
て

使
う
」
と
し
て
、
岩
国
市
と
し
て
市

内
中
小
業
者
に
仕
事
を
廻
す
よ
う
な

事
業
計
画
は
立
て
な
い
と
冷
た
い
回

答
で
し
た
。
又
、
答
弁
で
岩
国
市
の

制
度
融
資
の
利
用
者
が
緊
急
制
度
実

施
以
後
、
通
年
の
3
倍
以
上
、
12
月

1
日
実
績
で
45
件
2.4
億
円
と
な
り
、

1
月
末
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
で
108
件
5.4

億
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
貸
し
渋
り
が
な
い
よ

う
国
・
県
・
関
係
機
関
と
連
携
し
て

取
り
組
む
と
し
ま
し
た
。

　
古
谷
議
員
の
一
般
質
問

道
州
制
導
入
に
つ
い
て

道
州
制
導
入
に
つ
い
て

道
州
制
導
入
に
つ
い
て

道
州
制
導
入
に
つ
い
て

道
州
制
導
入
に
つ
い
て

　
　
市
長
の
考
え
を
問
う

   

全
国
町
村
長
大
会
に
お
い
て

　
　
　
　    

反
対
の
特
別
決
議

   

道
州
制
導
入
に
よ
り

　
　 

強
制
合
併
す
れ
ば
国
の
崩
壊

　
本
市
は
、
1
市
7
町
村
が
無
理
矢

理
合
併
を
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

合
併
を
バ
ラ
色
に
描
き
、
こ
の
ま
ま

で
は
財
政
的
に
立
ち
行
か
な
く
な
る

と
い
う
ア
メ
と
ム
チ
の
手
法
で
、
住

民
に
諦
め
ム
ー
ド
を
押
し
付
け
て
、

合
併
へ
合
併
へ
と
突
き
進
ん
で
き
た
。

3
年
経
っ
た
今
、
各
地
で
こ
ん
な
は

ず
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
聞
か

れ
る
。
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
役

場
は
年
々
人
員
削
減
で
さ
び
し
く
な

り
不
便
に
な
っ
た
。
周
辺
部
の
町
は
、

ど
ん
ど
ん
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
く
感

が
あ
る
。商
店
街
も
、
寂
し
く
な
り
地

域
経
済
が
空
洞
化
し
て
い
る
。
他
議

員
の
発
言
で
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の

事
や
乳
幼
児
健
康
診
断
の
サ
ー
ビ
ス

低
下
の
声
。
合
併
時
の
地
域
要
望
が
、

実
現
不
可
能
な
状
態
に
な
っ
て
い
る

事
例
な
ど
数
々
あ
げ
ら
れ
る
。
又
、敬

老
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
不
満
の

声
が
聞
か
れ
る
。
血
の
通
っ
た
行
政

を
行
う
為
に
は
規
模
が
大
き
く
な
れ

ば
無
理
が
あ
る
と
い
う
事
だ
。
道
州

　
　　交通局の分営化　
　　　　　　市民の足を確保
モータリゼーションの進展などにより、岩国市交通局
のバスの利用者は昭和40年をピークに減少。　その後職
員の給与引き下げを柱に様々な対策を実施するもバス離
れの傾向に歯止めが掛からず、慢性的な赤字体質になっ
ています。
今回の交通局の分営化は、岩国市交通局が100％出資

（9000万円）の子会社を作り非正規職員を雇用。くるり
んバス、高速バス、一部路線バス等を運行させ、経営の
安定と臨時職員の雇用を確保し、正社員化することで身
分の安定化を図る内容になっています。
分営化後の当面の計画としては、交通局が長年培って
きた、バス事業の知識や経験を活かし、市内の乗り合い
路線（一部の路線は新会社へ委託する）を運行します。
日本共産党市議団は交通手段を持たない高齢者・交通
弱者の足、市民の足を守る立場で論戦しました。

２回目
記載例

選挙制度解説

１回目
記載例

岩
国
へ
の
米
軍
住
宅
建
設
問
題

 
   

調
査
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
る

 

日
本
共
産
党
の
仁
比
聡
平
参
議
院
議
員
、吉
田
貞
好
衆
院
中
国
比
例
候

補
、
久
米
慶
典
県
議
、
岩
国
市
議
団
4
名
は
14
日
、
中
国
四
国
防
衛
局

に
空
母
艦
載
機
移
転
に
伴
う
米
軍
住
宅
建
設
問
題
に
つ
い
て
、
調
査
内

容
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

制
導
入
は
大
企
業
の
ボ
ロ
儲
け
拡
大

と
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
と
言
わ
れ

る
が
市
長
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
将
来
的
に
は
、
避
け
て

通
れ
な
い
と
思
う
。
議
論
の
途
中
で

あ
り
、
今
後
の
推
移
を
見
守
り
た
い

と
答
弁
し
ま
し
た
。

 

小
選
挙
区
選
挙

 
 

の
投
票
は

 

候
補
者
名
を
書
き
ま
す

今
度
の

衆
議
院
選
挙
で
は
２
回
投
票
し
ま
す

 

比
例
代
表
の
投
票
は

「
日
本
共
産
党
」

 
 

と
政
党
名
を
書
き
ま
す


